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研究者が 
保有するシーズなど 
 
・積層型ろう材を用いた抵
抗ろう接法 
・電流変化曲線を用いた抵
抗ろう接継手の強度予
測 
・マイクロ抵抗ろう
接・溶接用接合装置
・マイクロ抵抗ろう
接・溶接技術研究目標とする「新
しい」技術、知識 
 
継手強度・寸法精度
の高いマイクロ構
造部材の接合 
「従来から確立され
てきた技術」 
 
抵抗ろう接・溶接法
  マイクロマシン，情報関連 
機器製造の要素技術 
「現状及び解決すべ
き問題点、課題」 
 
・継手品質の向上 
・マイクロ構造部材 
への展開 
研究者が
開発に取り組んでいるもの
 
・マイクロ抵抗ろう接・溶
接技術の確立 
・そのための装置開発 
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抵抗ろう接継手の継手品質向上を目的とし
て、Ti-Zr-Ni-Cu合金箔にすずメッキを施した
積層型ろう材を用いてチタン合金の抵抗ろう
接を試みた。この積層型ろう材を用いること
で、抵抗ろう接過程初期に､まず融点の低いす
ずが融解し､以後のろう材と母材間の電気的接触状態がより均一になる。その
結果，継手強度のヒストグラムは右図の(a)：（すずメッキなしのろう材の場
合）から(b)：（すずメッキを施した積層型ろう材の場合）となり，強度の高
い継手の頻度が増した。さらに，抵抗ろう接時に継手に流れる電流を計測し，
得られた電流変化曲線（その一例が右図）をもとに継手強度の推測式を提案
した。 
 
マイクロ
接合技術 
